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者 の 方 々 と の 合 意 形 成 に 全 力を 注 ぐ 。 大 規 模 な 企 業 誘 致 を実 現 す る こ と で 、 新 た な 財 源確 保 、 雇 用 の 創 出 、 そ し て 人口 流 入 を 加 速 さ せ る 、 町 の 将来 に と っ て 重 要 な 事 業 と し て完 結 さ せ た い 。　
■ 小 中 学 校 体 育 館 へ の エ ア

コ ン 整 備

　

　
小 中 学 校 体 育 館 へ の エ ア コ

ン 設 置 は ８ 年 前 の 就 任 時 から 構 想 し て い た が 、 多 額 の 予算 を 要 す る た め 断 念 し て いた 。 国 の 補 助 金 が 新 設 さ れ たの で 、 全 校 で の 整 備 に 着 手 する 。　
大 規 模 災 害 時 の 避 難 所 と し

て の 機 能 を 強 化 す る た め 、 まず は

2 6年 度 に 中 学 校 ３ 校 の 工

事 を 行 う 。 残 る 小 学 校 ７ 校 につ い て も 、 施 工 業 者 の 確 保 状況 を 考 慮 し な が ら 順 次 整 備 を進 め て い く 。 任 期 中 に は 全 校へ の 設 置 完 了 を 目 指 し た い 。　
■ 温 水 プ ー ル ・ 複 合 施 設 の

建 設

　

　
老 朽 化 し た 学 校 プ ー ル の 更

新 に は 莫 大 な 費 用 が か か る ため 、 全 世 代 が 利 用 で き る 温 水プ ー ル と ジ ム 、 温 浴 施 設 を 併設 し た 複 合 施 設 を 建 設 す る 。　
場 所 は 役 場 や 学 校 が 集 ま る

中 央 地 区 （ 阿 見 中 学 校 の 敷地 ） と し 、 災 害 時 に は 防 災 拠点 と し て も 機 能 さ せ る 計 画だ 。

2 6年 度 は 実 施 設 計 を 取 り

ま と め る 。

2 7年 度 か ら の 着

工 、

2 9年 ３ 月 の 完 成 を 目 指 し

　
■ 入 札 制 度 へ の 考 え 方

　
入 札 制 度 は 時 代 に 応 じ て 変

化 し て い く 必 要 が あ る と 考 えて い る が 、 そ の 中 で も 「 透 明性 」 と 「 公 平 性 」 が 最 も 重 要だ と 考 え て い る 。 不 調 案 件 への 対 策 に つ い て は 、 担 当 課 でさ ら な る 研 究 を 重 ね て い く 。　
ま た 、 建 設 業 者 の 皆 さ ま が

技 術 力 を 適 切 に Ｐ Ｒ で き る 環境 を 整 え た い 。 表 彰 制 度 に つい て は 、 立 派 な 仕 事 を し た 建設 業 者 を た た え る こ と が 意 欲向 上 に 繋 が る た め 、 前 向 き に検 討 し て い き た い 。　
■ 建 設 業 へ の メ ッ セ ー ジ

　
災 害 時 の 対 応 や 地 域 の 安 全

確 保 に ご 尽 力 い た だ い て いる 地 元 の 建 設 業 者 の 皆 さ ま には 、 心 か ら 感 謝 し て い る 。 阿見 町 建 設 業 組 合 葵 会 の 皆 さ まに は 降 雪 や 豪 雨 な ど の 自 然 災害 が 発 生 し た 際 に い ち 早 く 駆け つ け 、 昼 夜 を 問 わ ず 対 応 して く だ さ っ て い る 。 郷 土 愛 が強 く 、 真 面 目 に 仕 事 に 取 り 組ん で く だ さ る 方 が と て も 多く 、 あ り が た く 思 っ て い る 。　
町 と し て も 、 町 内 業 者 を 育

成 し て い き た い と い う 強 い 思い が あ る 。 町 が 発 注 す る 工 事に つ い て は 可 能 な 限 り 町 内 業者 が 受 注 で き る よ う な 環 境 を整 え た い 。 町 内 の 大 規 模 な 開発 事 業 に お い て も 、 地 元 の 皆さ ま が 技 術 を 磨 き 、 参 画 で きる よ う な マ ッ チ ン グ の 仕 組 みを 整 え て い く 。　
担 い 手 不 足 解 消 に は 建 設 業

の 魅 力 向 上 が 不 可 欠 だ 。 リ クル ー ト 面 で の 支 援 に 加 え 、 現場 環 境 の 改 善 に つ い て も バ ック ア ッ プ を 検 討 し た い 。

市 制 施 行 の 実 現 に つ い て は 、
2 5年 国 勢 調 査 の 人 口 集 計 に お

い て 、 人 口 が ５ 万 人 に 達 し ない 見 込 み で あ る こ と が 明 ら かと な っ た 。 そ の た め

2 7年

1 1月

１ 日 の 市 制 施 行 は 見 送 ら ざ るを え な く な っ た が 、 ５ 年 後 の国 勢 調 査 に 向 け て 市 制 施 行 に向 か っ て い く と い う 方 向 は 変わ っ て い な い 。　
■ 牛 久 阿 見 イ ン タ ー チ ェ ン

ジ 周 辺 開 発 の 完 結　
歴 代 町 長 が 悲 願 と し て き

た
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h aの 未 利 用 地 の 開 発 が 、

い よ い よ 大 き な 局 面 を 迎 える 。 こ の 土 地 は 窪 地 に よ る 埋め 立 て コ ス ト や 埋 蔵 文 化 財 の調 査 な ど 課 題 が 多 か っ た 。 しか し 、 県 道 土 浦 竜 ケ 崎 線 の 延伸 に 伴 い 利 便 性 が 高 ま る 中 、茨 城 県 と の 強 力 な 連 携 に より 、 県 が 事 業 主 体 と な っ て 公共 施 工 で 進 め る こ と が 決 定 した 。

2 6年 度 予 算 で 約 １ ７ ３ 億

円 が 投 じ ら れ 、 総 事 業 費 は 約２ ７ １ 億 円 に 上 る 。　
町 も 県 と 一 体 と な り 、 地 権

て い る 。 国 の 交 付 金 な ど を 活用 し て 、 な る べ く 町 の 財 政 負担 を 抑 制 し て 整 備 し た い 。　
■ ご み 処 理 施 設 の 広 域 化

　
龍 ケ 崎 市 、 牛 久 市 、 稲 敷

市 、 利 根 町 、 河 内 町 、 美 浦村 、 阿 見 町 の ７ 市 町 村 で 、 将来 的 に は 新 た な ご み 処 理 施 設を 運 営 し て い く こ と に な る 。場 所 は ま だ 決 ま っ て い な いが 、 新 し い 施 設 が 完 成 す る のは ２ ０ ３ ７ 年 の 見 込 み 。 ７ 市町 村 が 一 体 と な る の で 、 こ れを 機 に ご み の 資 源 化 、 減 量 化を 徹 底 的 に 進 め て い き 、 全 国か ら 注 目 さ れ る よ う な ご み の資 源 化 ・ 減 量 化 を や っ て い きた い と 考 え て い る 。　
■ イ ン フ ラ 整 備 の 推 進

　

　
道 路 網 の 整 備 は 町 の 発 展 に

は 欠 か す こ と が で き な い 。 都市 計 画 道 路 寺 子 ・ 飯 倉 線 は ２０ ２ ５ 年 に 開 通 し た 。 今 後 本郷 ・ 中 根 線 の 整 備 が 進 ん で いく 。　
ま た 、 サ イ ク リ ス ト の 安 全

確 保 と 利 便 性 向 上 の た め 、 つく ば 霞 ヶ 浦 り ん り ん ロ ー ド の花 室 川 へ 橋 梁 を 架 設 す る 。 今後 、 早 期 の 供 用 開 始 を 目 指し 、 引 き 続 き 国 や 県 と 協 議 をし て い く 。　
県 が 施 工 す る 阿 見 ・ 小 池 線

に つ い て も 早 期 整 備 を 期 待す る 。 時 間 は か か る と 思 う が霞 ヶ 浦 二 橋 に つ い て も 実 現 へ粘 り 強 く 要 望 活 動 を 続 け て いき た い 。

　
■ ３ 期 目 就 任 の 抱 負

　

　 「 住 民 の 小 さ な 声 を 拾 う 」と い う 現 場 主 義 が 私 の 政 治 信条 だ 。 こ れ ま で 多 く の 住 民 の皆 さ ま と 対 話 を 重 ね る 中 で 課題 を 具 現 化 し 、 公 約 と し て 掲げ た 事 業 を 着 実 に 完 遂 し て きた 。 １ 期 目 は

2 4の 公 約 を ３ 年

半 で １ ０ ０ ％ 完 遂 し 、 ２ 期 目は

6 0の 公 約 を 掲 げ 、 ３ 月 末 で
9 9・ ２ ％ を 実 現 し た 。

　
３ 期 目 に お い て も 、 継 続 事

業 を 含 め

5 5の 政 策 公 約 を 掲 げ

て い る 。 こ の う ち 牛 久 阿 見 イン タ ー チ ェ ン ジ 周 辺 開 発 の 完結 や 温 水 プ ー ル の 整 備 、 小 中学 校 体 育 館 へ の エ ア コ ン 整 備な ど の ８ 項 目 を 重 点 政 策 に 位置 づ け て い る 。 各 担 当 課 で 目標 設 定 し 、 ４ 年 間 で 確 実 に 事業 を 達 成 さ せ て い く 。 ま た 、町 は

2 4年 に 「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 都

市 」 に 選 定 さ れ た こ と を 受け 、

1 7の ゴ ー ル に 公 約 を 振 り

分 け 、 持 続 可 能 な 町 づ く り をさ ら に 推 進 し て い く 。　
重 点 政 策 の ひ と つ で あ っ た

　
こ と し ２ 月 、 ３ 回 目 の 当 選 を 果 た し ３ 期 目 の ス タ ー ト

を 切 っ た 千 葉 繁 阿 見 町 長 。 ２ 期 ８ 年 間 で 掲 げ た 数 多 く の政 策 公 約 を ほ ぼ １ ０ ０ ％ 完 遂 し 、 徹 底 し た 「 現 場 主 義 」を 貫 く 姿 勢 が 町 民 か ら 強 い 信 頼 を 得 て い る 結 果 と い え るだ ろ う 。 今 期 は 、 県 施 行 に よ る 牛 久 阿 見 イ ン タ ー チ ェ ンジ 周 辺 開 発 や 、 全 小 中 学 校 へ の エ ア コ ン 整 備 、 温 水 プ ール を 含 む 複 合 施 設 の 建 設 な ど 、 町 の 未 来 を 左 右 す る 重 要事 業 が 目 白 押 し だ 。  「 地 域 力 が 高 く 誰 も が 幸 せ に 暮 ら せる ま ち 」 を 目 指 し 、 さ ら な る 飛 躍 を 目 指 す 千 葉 町 長 に ３期 目 の 展 望 と 建 設 業 界 へ の 期 待 を 聞 い た 。 全 世 代 利 用 の 温 水 プ ー ル

千 葉  繁 （ ち ば  ・  し げ る ） 1 9 6 3 年 （ 昭 和 3 8 年 ） 2 月 1 日 生 ま れ

の 6 3 歳 。 明 治 大 学 大 学 院 修 了 。 趣 味 は 写 真 で 、 特 に 人 物 撮 影 を

得 意 と す る 。 職 員 の 結 婚 式 で 写 真 撮 影 を 担 当 す る こ と も あ る と

か 。 座 右 の 銘 は 「 初 心 忘 る べ か ら ず 」 。

◆ プ ロ フ ィ ー ル ◆

社 会 資 本 整 備 を 通 し て 地 域 の 発 展 に 尽 力 致 し ま す

阿 見 町 建 設 業 組 合  葵 会
会 長 　 松 浦 　 一 久

松 浦 建 設 ㈱

㈱ 杉 原 建 設

㈲ 三 生 工 業

㈲ ノ グ チ 工 業

㈱ 我 見 工 業

㈱ 大 山 電 機 工 業

㈱ 関 東 住 総

サ ト ウ 工 業 ㈱

㈲ 丸 隆 建 設

㈲ 久 保 組

㈱ 一 心

大 鵬 電 設 ㈱

㈱ 臼 田 設 計

松 尾 建 設 ㈱

五 島 産 業 ㈱

ジ ョ イ テ ッ ク ㈱

中 村 興 業 ㈲

㈱ マ キ ナ

㈱ 美 都 住 建

㈲ ミ ー サ ン

特 集 ／ 千 葉 繁 阿 見 町 長 3 期 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

牛 久 阿 見 Ｉ Ｃ 周 辺 開 発 を 完 結
～ 誰 も が 幸 せ に 暮 ら せ る ま ち づ く り ～

ひ た ち 野 う し く 駅

牛 久 阿 見 I C

約 6 8 h a約 6 8 h a

▲ 阿 見 実 穀 地 区 で は 県 施 行 に よ る 工 業 団 地 整 備 が 計 画 さ れ て い る


